
恵みの森モデル林整備事業

○森林空間を活用した山菜等の栽培について
・山菜等は森林空間を活⽤した⼈⼯栽培が可能
・森林総合研究所が栽培の技術的指導を実施

タラの芽
有名な山菜。林縁
から日当たりのよ
いところに自生。
とげのない種もあ
る。

クロモジ
芳香性があり爪楊
枝の材料として人
気。生薬として、
芳香性健胃薬にも
利用。林内に自生。

ギョウジャニンニク
蝦夷ネギとも呼ば
れ、ニンニクの香
りのする山菜。ニ
ンニクと同様の成
分を含む。広葉樹
林下に自生。

モミジガサ
シドケとも呼ばれ、
癖がなくどんな料
理にも適している。
湿り気のある林床
に自生。

【森林内で栽培可能な山菜の例】

【初年度】
森林内に山菜を栽
培し、集客を図る
モデル林の整備を
支援

【モデル林整備】
• 森林内への山菜等の植栽、

散策路等の整備を⽀援
• 整備箇所は道の駅やキャ

ンプ場などの集客施設周
辺の森林を想定

【2年目】
観光分野と連携し
たプロモーション
を展開

【プロモーション展開】
• 国内旅⾏会社向けにファ

ムトリップ開催
• 富士の国やまなし観光

ネットへの掲載
• 観光商談会への参加
• ツアーの商品化

【3年目】
事業者がツアーの
受入れ等による集
客により森林ビジ
ネスを創出

【成果】
• 山菜を収穫するツアーの受入

れによる入園料等により、森
林所有者が⽊材⽣産以外の副
収入を確保

• モデル林でのノウハウを他の
⺠有林にも普及させ、森林空
間を有効活⽤した取り組みが
拡大

恵みの森モデル林整備（事業期間︓R3〜R5）

峡中、峡北、峡東、峡南、
富士北麓、東部地域に
モデル林整備（６箇所）

○ 森林空間を活⽤し、都市住⺠からも⼈気が⾼い山菜や特⽤樹の栽培を⾏う「恵みの森モデル林」を、道の駅やキャンプ場などに隣接した
森林に整備

○ 整備したモデル林は、森林散策の「癒し」・山菜収穫の「体験」・山菜料理の「⾷」を提供する体験型・着地型観光のコンテンツとして、
観光分野と連携したプロモーションを展開し、新たなビジネスモデルを構築

予算額 R3︓6,000千円（定額、1件当たり上限2,000千円×3箇所） （R3〜R5 13,000千円）
全体内訳︓整備費⽤⽀援12,000千円（1件当たり上限2,000千円×3箇所×2ヶ年）

プロモーション 1,000千円（R4〜R5︓ファムトリップ開催経費 500千円×2ヶ年）

事業スキーム

事業の流れ
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現地確認等
・現地確認などを⾏い
モデル性のある個所を抽出

事業実施認等
・山菜等の植栽
・散策路の整備

（総研による技術指導）
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